




第７回東北地区国立高等専門学校技術職員研修 

「技術課題発表」の概要 

 

学 校 名   鶴岡工業高等専門学校            Ｎｏ．１ 

氏   名    佐藤 大輔 職 名  技術職員 

研究の題名 ソーラーカーの軽量化のための構造材の組み金具に関する検討 

１．緒言 

本校では、５年生の卒業研究で「ソーラーカー製作と走行試験による評価」を行ってい

る。本研究の意義は、直接研究に携わっている学生には 

①もの作り教育、 

②システムを理解させる 

③総合的な評価を学ぶ 

などが挙げられる。加えて， 

③環境・エネルギー教育と市民への啓発 

④小中学生の理科離れ対策への貢献 

⑤製作中の見学者に対する“ものづくり”の楽しさ、高専らしさを知らせる 

などが挙げられる。走行試験は、毎年ラリーに参加して走行データを採集している。これ

は、公に走行できる場所が無いためである。研究対象としているために、毎年、学生のソ

ーラーカー設計・製作は、形の無いものから始めており、10 年になる。電気部品や構造

材は可能な限り再利用して、経済的な負担軽減を図っている。構造材の再利用するために、

車体は溶接箇所が無い。これが 10年間継続することに繋がっている。 

今年初め、ソーラーカーの指導教官から「今年は、ハーフサイズを２台製作したい」と

の相談を受けた。これまでの 10 年間で集めた部品をフル活用して、２機のソーラーカー

を製作し、システムの違いによる性能比較も目的の一つである。ハーフサイズでは、利用

可能な太陽電池が従来の 1/2以下であるために、車体の軽量化が必須で、新たな工夫が必

要であった。 

 

２．これまでのソーラーカーの組み付け 

 本校のこれまでのソーラーカーの車体は、図

１に示すように、アルミ型材で構成しており、

接続部は、三角プレートやアングルで組み上げ

ている。その結果、強度や精度に問題、更に車

体が重くなった経緯がある。 

 

図 1 これまでのソーラーカー車体構造 

 



３．今年度のソーラーカー 

本校でソーラーカーを卒業研究で取り上げて１１年になる。ラリー参加は１０回目であ

る。前述のように、今年度はハーフサイズのソーラーカー２機で、外観が全く同じで太陽

電池、駆動系などが異なる方式での性能比較が主目的である。ハーフサイズでは、太陽電

池の使用枚数制限もあって、これまでのソーラーカー（フルサイズ）の 1/3の太陽電池出

力である。したがって、これまで以上に軽量化と空気抵抗の軽減に対する配慮が重要であ

る。 

３･1 車体の軽量化 

車体の軽量化のために、次の２点に配慮した 

①重心を低くした。車高は 1～1.6mの制限があり、前面投影面積の増となりやすい。 

そこで本体を扁平にし、キャノピーで車高調整した。 

②車体を扁平にすることで、捻り剛性が小さくなり易い。この点を補うために、素材の組 

み付け方に工夫をした。 

本報告では、主に②について示す。図３に、ここで提案した新しいアルミ型材の組み立状

況を示す。図３(a)～(c)に各部材である。 

図３(a)は、材料が直交する部分で、金具の突起部が構造材料の溝に入り、角度を正確に

維持して組み立てられる。図３(b)は、図３の A 部で、直交と平行を兼ねた部分である。

図３(c)は、傾斜した組み立て部で、従前の平面の金具では正確な取り付けが難しく、本ソ

ーラーカーで特に威力を発揮した部分である。 

 

 

 

 

 

 

 

   図３ 組み立て               図３(a) 基本的な金具 

 

 

  

 

 

  

 

     図３(b) A部の組み立て      図３(c) B部の接続金具の例 
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３･2 その他の部品の軽量化 

 本体各部に軽量化の工夫をしているが、図６に軽量化の 

例としてハブを示す。軽量化に徹したかを示す例である。 

これらの軽量化に関しては、例年行っているものである。 

 

 

   図６ タイヤ取り付けハブ 

４．全体構造 

 図７に軽量化に徹した本ソーラーカーの全

体像を示す。車体表面はバルサ材で構成してい

るために、骨組み構造並びに素材を繋ぐ金具は

見えないが、扁平な形状をしているが、捻り剛

性は増加した。 

しかも、正確な組み立てができるために、２機 

のソーラーカーの外観を、全く同じにすること 

ができた。 

 

５.取り付け金具の有効性 

車体構造上、最も重要なねじり剛性に関し、ここで示した金具を用いることによって、

剛性が増し。その結果、車体全体を構成するアルミ型材を減らす効果があり、車体重量の

軽減に貢献した。表１の昨年度のソーラーカーとの比較を示す。サスペンションや重心の

変更によるところもあるが、総合的にはここで示した金具の効果が明瞭である。 

 

                表１  昨年度との重量比較 

 シャーシ重量 サスペンション その他 総重量 

2003年 138.6kg 4.5kg(３箇所) 305kg 

2004年 ① 59.2kg 

② 58.7kg 

  緩衝用ゴム 

車輪、モーター 

蓄電池、他 

運転者(80kg) 

210kg 

205kg 

註：1) サスペンションをバネからゴムにし、構造を簡素化した。 

       バネは、バネ自身を支えための構造上、重くなり易い 

2) 軽量化のため、重心を下げて骨組み材料を削減した 

 

以上で示した金具は、一般市販品ではないが、本ソーラーカーの組み立て上で、有用な

ものであった。図５(b)に示したような特殊な角度を持つ物を除いて、図３に示したような

基本的な金具は、ソーラーカーに限らず一般の構造用として有用なものであり、実用品に

成り得るものであると思われる。 

図５ 完成した本体 



６．おわりに 

この体験は、僅かな発想が日常の中に多くの有用さを生み出すことを強く感じさせるも

のであった。あるいは、本報告で示した金具は商品化に成り得るのではないかと思われる。 

 本ソーラーカーの製作に関して、構造上での剛性を増すために、新たな金具を示した。

ソーラーカーの製作協力と共に、毎年のラリーではスタッフの一人として技術支援を兼ね

て参加している。ラリーでは、高専からの参加が多く、他に大学や企業等の参加も多く、

各チームが工夫を凝らしたソーラーカーで参加している。他チームのソーラーカーから得

る工夫のすばらしさに感動を覚えると同時に、各ソーラーカーを通じての交流もあって、

外部を知ることの重要さも併せて感じる。この点は、ソーラーカー喜びでもある。学生の

教育のみならず、自分にとっても「井の中の蛙」からの脱却にも良い機会であると思われ

る。 

また、本校ソーラーカは昨年度の「山形県環境大賞」を受賞した。環境教育などへの貢

献を認められたもので、このような仕事に携わることができたことに対して、喜びを感じ

ている。 
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